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地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ９ ９ 条 第 ４ 項 の 規 定 に 基 づ き、 

定 期 監 査 を 実 施 し た の で 、 同 法 第 １ ９ ９ 条 第 ９ 項 の 規 定 に よ り 、 そ の 結 果 に 

関 す る 報 告 を 次 の と お り 公 表 す る 。  

 

 

 

令 和 ２ 年 １ 月 １ ０ 日  

 

 

 

松浦市監査委員  守山  秀利      

松浦市監査委員  神田   稔      



 

監査結果報告 
 

  １ 監査の種別  定 期 監 査 

 

  ２ 監査の対象  学校教育課・教育総務課 

 

  ３ 監査の期間  令和元年１２月２日から２４日間 

 

  ４ 監査の範囲及び方法 

     令和元年度（令和元年１０月末まで）の財務に関する事務の執行が法令等に基づき適正

かつ効率的に行われているか次の事項を主眼として、あらかじめ提出を求めた資料に基づ

き関係帳簿及び書類等を調査し、必要に応じて担当職員からの説明聴取や現地調査を行う

などの方法により監査を実施した。 

 

  【着眼点】 

（１）収入事務が適正に行われているか。 

（２）旅費に関する諸帳簿が整備されているか、違法な支出がないか。 

（３）契約事務は適正か。 

（４）備付諸帳簿がきちんと整備されているか。 

 

５ 監査の結果 

     今回の監査の結果、事務処理について次のとおり不備が見受けられたので十分注意の上、

適正に処理されるよう要望する。 

（１）文書件名簿について 

   学校教育課 

・ 消えるボールペン（フリクションボールペン）を使用しているものがあった。 

・ 処理欄の記載のないものがあった。 

   教育総務課 

   ・ 処理欄の記載がないものがあった。 

（２）被服貸与簿について 

・ 貸与被服の移管についての起案用紙に決裁日と施行日の記載がなかった。 

・ 平成３１年４月に他課へ異動した職員の貸与品について、平成３０年にすべて 

の貸与品が期間満了となっているにもかかわらず、処理をせずに異動先に移管 

していた。 

（３）出張旅費について 

   出張命令書 

   ・ 会計事務の手引きにおいて、「公用車利用の場合の発地及び着地は市町村名 

（行政区域名）を記載する」となっているが、発地欄に本庁と記載しているも 

のがあった。   

       ・ 出張期間及び用務名の訂正を予算照査担当者の印を用いて訂正しているものが 

あった。命令者の印で訂正されたい。 

       費用弁償 

       ・ 委員の市外への費用弁償について、委員等の住所を有する区域の起点から本庁 

までの旅費の支給をしていないものがあった。 



 

       ・ スクールカウンセラーの市外からの費用弁償において、備考欄に交通費のみ支給と記 

載し、旅行諸費を支給していなかった。松浦市特別職の職員で非常勤のものの報酬及 

び費用弁償に関する条例別表第２（第３条関係）で旅行諸費を１日につき2,200円支 

給することとなっている。旅行諸費を支給しないのであれば、その根拠が必要である。 

同条例第６条に、支給については松浦市職員等の旅費に関する条例の例によるとされ 

ており、減額支給をするのであれば、第２９条の打ち切り旅費に基づき、減額支給は 

可能かと思われる。適正に処理されたい。 

       ・ スクールカウンセラーの費用弁償請求書において、市内出張旅費請求書と記載がされ 

ていた。訂正されたい。 

       出張復命書 

     ・ 復命書が作成されていないものがあった。松浦市役所処務規程第９条第３項の規 

定に基づき作成されたい。 

     ・ 平成３１年４月１日に松浦市役所処務規程が改正され出張命令書の様式号数が【様式 

第５号（第９号関係）】となっているが、様式号数が【様式第２０号（第５２条 

関係）】のままになっているもの及び様式号数が記載されていないものがあった。 

      市内出張命令簿 

     ・ スクールバス運転手の市内出張命令簿において、命令者欄に学校長の欄があり、 

確認者も学校長となっていたが、学校長に命令の権限はないため、松浦市教育委 

員会処務規則に基づき適正に処理されたい。 

      ・ 用務員の市内出張命令簿において、命令者は教育総務課長となっているが、確認 

者が学校長となっていた。命令者が確認することとなっているため、適正に処理 

されたい。 

      ・ 用務員の市内出張命令簿において、用務地欄に「町内一円」と記載があるものが 

多数あったが、町名の記載がなかった。正確に記載されたい。 

      市内出張旅費請求書 

      ・ 用務員の市内出張旅費において、４月～７月までの旅費を８月に支出しているも 

        のがあった。支出漏れにつながることから、確認後すぐに請求を受け、支給処理 

        されたい。     

（４）時間外勤務命令簿（控）について 

      ・ スクールバス運転手の時間外勤務命令において、学校長に命令権はないが、命令 

欄に学校長の欄がある。不要なため削除されたい。 

   （５）契約事務について 

委託料 

 委託料における契約事務について、以下のとおり、多数の不備が見受けられた。 

これらの指摘は、以前より他課の定期監査の際、再三指摘してきた事項であり、 

平成３０年５月１０日付総務課事務連絡「適正な事務の執行について」において 

       も、述べられている事項である。今一度財務規則及び会計事務の手引き等を確認 

し契約事務について適正に処理を行われたい。 

       教育総務課 

・ 実施伺を起工伺としているものがあった。 

・ 起案用紙の施行日欄に記載がないものがあった。 

・ １者随意契約を行う場合、実施伺に１者選定の理由を付してあるが、財務規則 

上の根拠規定が示されていないものがあった。契約方法については、「地方自 

治法施行令第１６７条の２第１項第○号の規定により随意契約とする」等の理 



 

由に、「松浦市財務規則第８６条第４項ただし書きの規定により１者随契とす 

る」旨を併記されたい。 

・ 見積予定価格を担当者の印で訂正しているものがあった。決定した予定価格を 

修正することは適正ではない。適正に事務を行われたい。 

       ・ 見積依頼通知に文書番号がないものがあった。見積依頼については文書番号を 

とり、文書にて業者あて通知されたい。 

       ・ 見積通知に見積書の提出方法を持参または郵送と記載しているにもかかわらず、 

ＦＡＸで送信されたものを受理しているものがあった。 

       ・ 市内小中学校の簡易専用水道維持管理点検業務等について、小学校と中学校に 

         分けてそれぞれ契約をするにもかかわらず、小中学校名を１枚にまとめて記載 

         した見積書様式を各業者に渡して提出させ、中学校分の見積書として原本を、 

小学校分の見積書としてコピーを保管していた。業務ごとに見積書を徴取し、 

原本を保管されたい。 

       ・ 平成３１年度契約事案の見積書の日付が平成３０年３月２７日となっているも 

のを受理していた。 

       ・ 見積書の原本に事務担当者が鉛筆で大量の書き込みをしているものがあった。 

・ 見積結果報告の決裁日が４月１日前となっているものがあった。平成２４年３ 

月１５日付２４松会第８２号通知「年度開始早々に締結する必要がある契約の 

準備事務について」において、施行伺（見積依頼含む）の起案・決裁、指名通 

知の送付・予定価格書の作成・見積書の徴取を準備事務の範囲として行うこと 

ができるとされている。通知に従い適正に処理されたい。 

・ 見積結果一覧表に見積実施場所や見積執行者等の記載がないなどの不備があっ 

  た。 

・ 見積結果一覧表において、見積金額・予定価格・決定金額・見積の顛末及び結 

果をパソコン入力しているものがあった。 

・ 契約書の甲（発注者）欄に記載がないものがあった。 

・ 契約書に自動更新条項の記載があるものがあった。会計年度独立の原則から、 

  後年度予算の裏付けのない契約において自動更新条項を設けることはできない 

ため削除されたい。 

       ・ 請書の中段「松浦市財務規則を順守しお請けいたします」の「請け」が「受 

け」と記載されているものがあった。 

       ・ 総合学習推進事業委託料について、総合学習推進事業を学校に委託するという 

行為（契約）が適正であるのか、その根拠を説明されたい。 

       福島分室 

・ 起案用紙の施行日欄に記載がなかった。 

・ 起案用紙の決裁日を朱書きしていないものがあった。 

・ 見積結果一覧表において、見積金額・予定価格・決定金額・見積の顛末及び結 

果をパソコン入力していた。 

鷹島分室 

・ 実施伺、見積徴取伺、見積依頼文書（控）、見積予定価格調書がないものがあ 

った。 

・ 起案用紙の施行日欄に記載がなかった。 

・ 見積依頼通知に文書番号が記載されていなかった。 

 



 

・ １者随意契約を行った業務の実施伺において、財務規則上の根拠規定及び理由 

が示されていないものがあった。 

       ・ 見積日が記載されていない見積書を受理しているものがあった。 

・ 見積結果一覧表において、見積金額・予定価格・決定金額・見積の顛末及び結 

果をパソコン入力していた。 

       ・ 見積結果報告が４月１日前となっているものがあった。  

      ・ 契約書の契約日が記載されていないものがあった。 

（６）修繕関係の処理について 

   教育総務課 

・ ５０万円以下の随意契約において、随意契約の根拠規定を地方自治法施行令第 

１６７条の２第１項第２号としているものがあったが、第１号が優先であるた 

め、適正に処理されたい。 

       ・ 起案用紙に決裁日及び施行日の記載がないものがあった。 

       ・ ２者以上の見積依頼を文書により行っていないものがあった。 

       ・ 見積結果一覧表を作成していないものがあった。 

       ・ 500,001円以上の修繕において、工程表、現場代理人決定通知、修繕完成確認 

通知がないものがあった。 

       ・ 見積書であるにもかかわらず、文章に「請求申し上げます」と記載されている 

ものがあった。記載内容を確認の上受理されたい。 

       福島分室 

       ・ 見積書の日付が鉛筆書きとなっているものがあった。 

       ・ 起案用紙に決裁日及び施行日の記載がないものがあった。 

       ・ 見積結果一覧表において、見積金額、結果、予定価格、決定金額、見積書比較 

価格、見積の顛末をパソコン入力していた。 

       ・ 修繕伺の決裁欄において、専決者の押印がないものの写しを保管しているもの 

があった。 

       鷹島分室 

       ・ 松浦市教育委員会処務規則別表第1において、修繕料における分室長の専決は 

１件につき１０万円までとなっているが、１０万円を超える金額の修繕を分室 

長専決で処理しているものがあった。規定に基づき適正に処理されたい。 

       ・ 見積書、請書の原本がないものがあった。 

       ・ 請書の日付訂正を分室長個人の訂正印で訂正しているものがあった。 

       ・ 見積依頼文書及び見積結果一覧表を作成していないものがあった。 

（７）公有財産使用許可及び貸付について 

・ 行政財産目的外使用許可申請書を受理した際に文書件名簿に登載していなかっ 

た。申請書を受理した際は、文書件名簿に登載し処理欄に経過を記載されたい。 

・ 起案用紙に施行日の記載がなかった。 

       ・ 使用許可の決裁を受ける際、起案用紙に許可の根拠となる規定の記載がなかっ 

た。 

       ・ 使用料を収納期限より１カ月以上遅れて納付されているものがあった。納付期 

限を過ぎたものについては、速やかに納付されるよう相手方に通知されたい。 

       ・ 「様式第７号（第２０条関係）」と記載された使用許可申請書を使用し、申請 

をしている業者があるが、本市の規則には該当様式が存在しないため、当該部 

分を削除するよう、業者に通知されたい。 



 

    （８）公印台帳及び公印等照合表について 

       ・ 松浦市教育委員会公印規則（以下公印規則という）別表第１（第２条関係）に 

おいて、「松浦市教育長之印」の保管者が各分室長となっているが、公印台帳 

では教育総務課長となっており、整合性が取れていない。適正に処理されたい。 

・ 公印規則別表第２（第２条関係）における公印のひな型では、「松浦市教育委 

員会分室長印」「松浦市教育委員会鷹島分室長印」「松浦市立福島学校給食共 

同調理場所長印」「松浦市立鷹島学校給食共同調理場所長印」となっているが、 

これらの実際の印は「～長之印」となっており、整合性が取れていない。適正 

に処理されたい。 

       ・ 公印規則別表第２（第２条関係）における公印のひな型では、「長崎県松浦市 

立○○小学校之印」、「長崎県松浦市立○○小学校長之印」「長崎県松浦市立 

○○中学校之印」「長崎県松浦市立○○中学校長之印」となっているが、福島 

中学校、鷹島小学校及び鷹島中学校において、学校之印、学校長之印ともに、 

「長崎県」が入っていない。このことは前回の定期監査の際に指摘をしており、 

改善措置報告にて、公印の作り替えにより対処するとの回答を得ていたが、作 

り替えがなされていない。早急に対応されたい。 

・ 公印規則別表第１において、ノノ字点（〃）を使用しているが、好ましくない。 

見直しを要望する。 

       ・ 今福小学校長之印において、角が欠け、平成３０年３月２日に新規作成され、 

公印台帳に登録されていたが、角が欠けた公印の適用期間終了日の記載がなく、 

今福小学校長之印が２個登録された状態となっている。公印規則別表第１（第 

２条関係）では、個数は１と定められているため、適正に処理されたい。 

    （９）備品保管簿及び備品保管状況について 

       備品保管簿 

       ・ 教育総務課の備品保管簿において、配置場所が備品管理システムと異なるもの 

         が多数あった。確認の上適正に処理されたい。 

       備品保管状況 

       ・ 備品シールが破れ、番号が確認できないものがあった。（福島中学校） 

       ・ 備品シールを貼付していないものがあった。（御厨小学校） 

        以上２件については、会計課に備品シールの作成を依頼し、貼付されたい。        

    （10）現地監査について 

         所管施設について抽出により、鷹島中学校、福島中学校、今福中学校、調川中 

学校、上志佐小学校、御厨小学校及び松浦中央学校給食共同調理場について現地 

監査を行った。 

      【各小中学校】 

事前に提出してもらった調査表に基づき、監査を行った結果、以下のとおり不備 

が見受けられたので十分注意の上、適正に処理されるよう要望する。 

      ①寄付採納状況 

       ・ 寄附採納時及び寄附金を原資として支出をした際に、逐次出納簿に記載してい 

ない為、預金通帳の残額と出納簿が一致しなかった。使途不明等の原因となる 

為、一学期毎等ではなく、歳入歳出時に逐次出納簿に記帳されたい。 

（鷹島中学校・今福中学校） 

 

 



 

・ 現金による寄附採納後、当該寄附金を原資として支出をした残金のみが、通帳 

に記帳処理されており寄附金額が不明である。寄附金額や支出額を明らかにす 

る為にも、歳入歳出時に逐次通帳へ記帳すると共に出納簿を作成して記帳され 

たい。                         （御厨小学校） 

・ 松浦市立学校寄附採納取扱規程によれば、寄附を受理したときは、寄附採納簿 

及び寄附金会計簿により速やかに処理するとの内容が規定されているが、これ 

らの名称の帳簿は確認できなかった。規程に沿った取り扱いをされたい。 

     ②郵便切手等受払状況 

・ 切手受払簿の残額と切手等の合計残高が一致しなかった。 

（鷹島中学校、福島中学校） 

・ 切手等が施錠できる場所に保管されていなかった。切手等は証紙である為、施 

錠できる所に保管されたい。               （鷹島中学校） 

     ③学校施設使用状況 

・ 学校施設の利用許可手順が統一されていない。 

・ 許可申請書原本を教育総務課で保管しているが、学校施設使用の許可の権限は学 

校長であるため、原本は学校にて保管されたい。 

・ 松浦市立学校使用規則第５条において、「学校施設のうち体育館の照明を利用す 

る場合は、公共機関が利用する場合を除き、電気料の実費相当額として、１時間 

当たり１００円を負担しなければならない」と規定されており、その徴収につい 

ては、利用券方式を用いている。学校施設利用券は、市役所等の窓口において販 

売しており、照明利用時に学校施設利用報告書に添付させている。しかし、この 

学校施設利用券の発行に関する根拠規定が見当たらない。学校施設利用券は使用 

料の前払いであり、金券に相当する。発行の根拠を示されたい。 

     ④個人情報保護等対策 

・ マニュアルとして整備がされていない。禁止行為を周知することも必要であるが、 

禁止行為の範囲や程度、禁止行為の例外的適用をする際の許可手順等は事前に定 

めておく必要があるためマニュアルの整備を行われたい。 

（鷹島中学校・上志佐小学校・御厨小学校）       

⑤預金通帳等の保管状況 

・ 関係するファイルの表紙裏に預金通帳を保管し、当該ファイル自体を通常の棚で 

保管されていた。預金通帳は、施錠できる所に保管されたい。 

     ⑥薬品等の保管状況 

理科の実験等で使用する薬品の管理状況を確認したが、中学校においては長期間使用 

しておらず、今後も使用の見込のない不要な薬品が見受けられた。各学校からも教育委 

員会に対して廃棄のお願いをしているとのことであったが、予算的な問題で折り合いが 

つかず廃棄には至っていないとのことであった。不要薬品の中には劇物や特定困難なも 

のもあり、学校における薬品の適正な管理の支障となるばかりでなく、保健衛生上も何 

らかの危害を及ぼし、事故につながる恐れも考えられるため、不要薬品の廃棄に係る予 

算確保を行い、対応を急がれたい。 

                  （調川中学校・今福中学校・福島中学校・鷹島中学校） 

６．改善措置の状況通知について 

          本公表の指摘事項について、その改善措置の状況及び結果を令和２年１月２４日(金)

までに文書により報告されたい。 

 


